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Project 

④ 
地域協働専攻 

国際協働グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

やさしい日本語と複言語 

【メンバー】 [学   生] 坂本 奈々絵/片山 璃子/東本 麻優/木村 瞳子/吉田 麗良/藤野 夏帆 

[担当教員] 伊藤 美紀 

【背景】 

函館の各観光地には案内板が設置されているが、日本語と英語で表記されている場合が多く、専門用語

や比較的難易度が高い語彙が使用されている。そのため、全ての人に分かりやすいとは言えない。また、外

国人の中には、英語が母語でない人や、英語よりも「やさしい日本語」の方が理解しやすい人もいる。そこで、

このプロジェクトでは、函館市内の観光案内板を「やさしい日本語」を用いて、外国人に伝えようと考えた。 

【目的】 

このプロジェクトでは、観光案内板をやさしい日本語に書き換えることを目的とする。同時に、本プロジェクト

メンバーが言語の構造や言語政策に対する理解を深めること、及び、外国語としての日本語を含めた諸外国

を学習しながら、函館の歴史や人に興味関心をもつことを目的としている。 

【概要】 

このプロジェクトでは、まず、文献講読を通してやさしい日本語への書き換えについて学習を行った。その

後、函館市内に設置されている観光案内板のやさしい日本語版の作成や作成基準について検討した。書き

換えた16件の案内板のやさしい日本語版は、来年度以降の公開を目指している。 

 
【プロセスと成果】 

前期は、庵功雄著『やさしい日本語―多文化共生社会へ』の各章を要約し、発表し合うことでやさしい日本

語に対する理解を深めた。また、複言語主義や複言語教育についての調べ学習では、各自でテーマを設定

し、文献収集や調査を行い、発表し合った。 

後期は、本プロジェクトメンバーが、誰でも簡単に書き換えられるように2021年度版の手引きを作成し、16件

のやさしい日本語への書き換えを行った（図1）。また、日本語を学習中の本校の留学生とピアリーディングを

行った。この活動では、留学生に自分たちが書き換えた観光案内板のやさしい日本語を読んでもらい、読み

やすさとわかりやすさに関するフィードバックを得た。これを元に書き換えの基準の見直しを行った。また、本

活動では留学生が作成した函館の場所についての資料を読み、フィードバックを双方向で行った。 

さらに本プロジェクトでは、はこだて未来大学の学生がプロジェクト学習で開発中のやさしい日本語対応観

光アプリ「はこだてきすと/Hakodatext」に掲載するコン

テンツとして、書き換えデータを提供した。この活動で

は、未来大生からのプロジェクト説明を受けたり、開発

中のアプリを実際に体験したりした。 

ここで、本プロジェクトの成果として以下の4点を挙 

げる。 

1．観光案内板の文章をやさしい日本語に書き換え、 

インターネット上に公開するというプロジェクトの試

作段階として、書き換え文を作成した。  

2．やさしい日本語への書き換えや留学生との学び合

いを通して、やさしい日本語や外国語学習の必要

性、函館の歴史への理解を深めることができた。  

3．地域プロジェクト成果発表会で函館校の学生や、

地域の方々に向けて本プロジェクトの内容を発表

し、やさしい日本語の有用性を示すことができた。 

4．はこだて未来大学のプロジェクト学習の学生や先

生方との交流を通じて、自分たちが学んだ事を発信

する方法の一部を知ることができた。 

                                         

図 1 書き換えチェックシート（一部抜粋） 
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【総括と反省・今後の課題】 

本プロジェクトでは、難解な日本語を分かりやすい日本語

に書き換えることで、地域に貢献することを目指した（図2）。

これは、外国人観光客の来訪が多い函館市の観光産業に

貢献できる活動であると考える。 

前期は、文献講読を通して、「やさしい日本語を用いること

で、より多くの人が移民の存在や生活背景などを身近に感じ

ることができるようになる」「複言語主義ではその言語を完璧

に用いることができなくても良く、実際の日常生活で臨機応

変に使うことが重要である」といった事を学んだ。 

後期は、計16件の書き換えや基準の整理を通して、思い

もよらない単語が上級の語彙だったり、指示詞の多用によっ

て文章が難解になる場合があることを知ったりなど、「日本

語母語話者」にとっての「やさしい日本語」と「日本語学習者」

とっての「やさしい日本語」は根本的に違うことを身をもって

知った。 

 今後も、「奉る」「墓」「戦い」「争い」「神」「屋根」など、このプ

ロジェクトでは、やさしい日本語にできなかった語彙の扱いを

引き続き検討する必要があると考える。  
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【地域からの評価】 

最終発表会では、ポスター発表に参加した学生より多く

のコメントを得た。その一つを以下に挙げる。 

「普段使っているが故にどこがどう難しいのか分からな

かったが、外国の方の視点も混じえて難しいポイントを

分析、整理して実際に活動している点が素晴らしい。 

また、他大学と協力してメディア面からも実践していた

のは面白いと感じたし、自分たちが使っている語彙をど

のように砕けば外国の方に伝わるのか考えるきっかけ

になった。」 

また、連携協力者のはこだて未来大学の奥野拓教授か

らは、以下の貴重なコメントを頂いた。 

「観光案内板は、長期にわたって国内外の観光客の目

に触れるものであり、難解な歴史的用語が多用されて

いるので、やさしい日本語への書き換えはとても価値の

ある活動であると思います。書き換えの過程で作成・改

良している『書き換えの手引き』も、活動を継続していく

上でとても重要な資産になると思います。特に、難解な

用語のやさしい日本語辞書に相当する『注釈リスト』は、

やさしい日本語に書き換えられていない歴史解説に自

動的にやさしい日本語の注釈を表示するようなアプリへ

の応用も可能です。ぜひ今後とも充実させていかれるこ

とを期待します。また、今年度の活動では、やさしい日

本語版の観光案内板の想定利用者でもある留学生か

らのフィードバックに基づいて書き換えの改善を行って

いる点も素晴らしいと思います。」 

いただいたコメントやご意見を、今後の活動にいかして

いきたい。 

【その他】 

年間スケジュール 

 

 

 

 

前

期 

4月23日 オリエンテーション 

5月 7日 

～ 29日 

やさしい日本語に関する文献講読 

6月 4日 

～ 18日 

複言語主義や複言語教育につい

ての調べ学習 

7月 2日 はこだて未来大学・奥野拓教授と

のミーティング 

7月21日 沖縄科学技術大学院大学(OIST)

「日本語おしゃべりセッション」参加 

8月 1日 中間発表会 

 

 

 

 

 

後

期 

10月以降 函館市内の観光案内板のやさしい

日本語への書き換え作業開始 

10月 7日 はこだて未来大学プロジェクト学

習・シビックテックチームとの打ち

合わせ 

10月14日 夏休み中の調べ学習の共有 

11月18日 はこだて未来大学のシビックテック

チームの学生によるワークショップ

参加 

12月 3日 本校の留学生とのピアリーディン

グ 

12月以降 開発中アプリへの書き換えデータ

のアップロード 

書き換えの基準のチェックシート化 

昨年度の書き換えの更新 

1月13日 開発中アプリの体験・評価 

1月29日 最終発表会 

  

図 2 書き換えたやさしい日本語の一例 

（アプリ「はこだてきすと/Hakodatext」より） 

 


